
【国道１号】 【国道２３号】 【国道477号（湯ノ山街道）】

【路線別人身事故発生時間帯】

四日市南警察署速度取締り指針
１ 速度超過は重大な交通事故に直結

２ 四日市南警察署管内の事故多発路線における人身事故発生状況（過去３年間）

３ 速度取締りの指針

○ 視野が狭くなって危険の発見が遅れる

○ 交通事故が発生した場合、衝撃力が大きくなり重大な事故に発展
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【事故発生件数上位３路線】

国道 １号

国道 23号

国道477号
（湯ノ山街道）

午後１０時から午前６時までの発生
は少ないが、それ以外の時間帯は慢
性的に発生する傾向にある。

午後８時から午前６時までの発生は
少ないが、それ以外の時間帯は慢性
的に発生する傾向にある。

通退勤時間に発生している傾向にあ
るが、特に午後６時から午後８時の
発生が目立つ。

令和６年10月

※ 重点路線以外でも速度取締り等を行うことがあります。

過去３年間(令和３年から令和５
年)の人身事故総件数（1,216件）
のうち、約２５％(321件)が、

国道１号、国道23号、国道477号

で発生しています。

重点路線 規制速度

国道１号 大治田 ～ 釆女町 ７：００～１２：００ １８：００～２２：００ 法定速度

国道２３号 塩浜 ～ 河原田町 ８：００～１１：００ １３：００～１７：００ 法定速度

国道４７７号
（湯の山街道）

西伊倉町 ～ 高角町 １０：００～１２：００ １５：００～２０：００

重点時間帯区　域

４ その他

交通事故多発路線以外でも、通学路や地元住民等の
要望に応じて移動オービスを活用した、速度取締りを
随時行っています。

四日市南警察署では、交通人身事故発生件数の多い上位３路線（国道１号、２３号、477号）を重点路線に設定し、

路線別人身事故発生時間帯等から、下表の区域・時間帯を中心に速度取締り等を実施します。
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【上位３路線の事故類型】

速度超過の状態で運転すると・・・


